
用 補 機 タ
ー ビ ン

Auxiliこ1ry Turbines fol･Ge11eratOr Drive

舶ポⅢlJ矧定職は最〕互の榔Ⅷ1の人消化なド〕○一に船内補機

の多甜ヒにつれて,人暦㍉:になりつつぁるが,‡1､り製作

所においてほ30.00(トー10,000D/W触輪伸榔IJとして通

二,うな,50(ト650kWの舶用発′f宣機タービンむ棋押化しノ,

続々と牛離しつつある.=.

標準型発偏瀾リービンの_~-i三要卜=よつざのとお(ト亡あ

る｡

スロットル介入【l蒸宝(托ル. .射_.2kg/cl--2g

スロットル介入卜l蒸気混度‥‖ ‥｣49nC

連続定格川ル‥ .500へ･650kW

最大出力(2時間定楕)‥｡……………650一一＼800kW

排気望真空…‥‖ ‥710～722mmHg

タービン回転数……………………………1-0,0】Orplll

発電機回転数………1,200,1,500または1,800rplll

減速歯申……………………胃う･段シングルヘリカル型

本タービンほ,小型,軽_賢一iミニ,堅牢.甘効率および取扱

いならびに保′〕:の容あなど,新聞瀾満としての必須条什

をそれぞれ十分に満足せしが)ろよう,その製作にあたつ

七ほ芥部にわたって綿席な考踪を弘っている机 その一日

もなる点を述べると下記のとおりである･.

(り ダービ宮∴級速射車,発電隊‥珊頗闘m一∴トリニ

そのほかの乱沌舘封′l製詔彗の門J抑こついて,1三体か

も/)ともコンパクトに腔▼まり,しかも取扱いか捏見

なように考慮し,かつ仝某mセ宜軟膏バ■-イ｢松上に

締め_卜げた｢ぅ

(2) タービン動学ミの収仙よ此度杓にもつと虹在利な

鞍型ダブテールである｡ノ

(3)タービン･伸輔の高取掛抑･こ妊良師を設けて,減

速装一躍′ト幽小をクイル駈動型とし,拙ノ｣軸受ほ延1主

仙の一光端Hこ設け,タービン州と小敵車の描ノ｣の差を

受持つよう･にした_｡

(4).タービン中箱よ~訂圧加湿の燕気が進入し,しか

も形牲が複許な燕甘翰■伸りみせ耐熱梢妹銑鋼製と

し,ほかほ仝部熔接川鍋板せ川い,仝休を熔接購芯

にて成形し,_重量の軽減と形状の叩･純化を図った｢.

丁子･(5)
調 タービンりもつとヰ)~大きな特色の

-･つで,広い負荷範囲にわたって蒸気の絞り和犬が

第1周 細 川 発ノi宣機 タ
ー ビ ン:全

(520kⅥr,1,200rpm)

Fig･l･GeneralAppearance of Marine

GeneI･atOr Turbine

少なく,またいかなるf′し宥てfの芸ミ変に際しても至極月

掛こかつ敏感に応動することが確められている｡

520kW級のタービ れば,

定格甘力よ㌢)負荷を遮断Lた場合の瞬間速度上昇率

ほ中富以~Fであった√つ

(6)保安製駅として,過速度 断装置のほかに潤滑

油圧低下遮断某m,晋作上井遮断装苫を設け,

のノ責令を図った二.

(7)潤椚油ほ梅ノ〕機械の内判に孔や鞘を設けて通過

せしノめるようにLて子血邪て:を減らL,渥柚などの

放の減少な図るとともに,外形の?1埴屯化につとめた｡

第1図ほ520kW,1,200rpm の肘佃せ発′責機タービ

ンの_仝景をホす1

日 立漁船用

IiitこIChiHoist for

ホ イ スト

Fishing Boat

この別のホイストは,漁舶の---･設備として脚本を処理

するために作った耳･封炬乱川型の便利なホイストである｡

i魚舟斜こほ大小さまざまの梓川があるが,

ものほ3POtから1,000tト■亡の人捌伶を指すもので,適

用用消ヰ朝隠･､ほでも,マグロなどの漁掛こJll漁する

花形漁研である.1

この種漁船は,舶明に冷凍機.冷傾僅そのほかの近代

的設備旦一定備L,ホイストは肘本処理用に和一J欠の要具

となっている-J

lはf綱川】ホイストほ,新造郁如こほ勿論稼動中の船に

もワイヤロープ1本猥るだけで刊鉱簡単に設備でき船内

で敵失便利に槻川するた糾二つぎにホすいろいろの特長

ーーーー119----



立

第2｢受11-1~上土漁船川ホイ スト の外見
Fig.2.GeneralView of HitaehiHoist

for Fishing Boat

があり,附ノっ作:〕'‡の合理化に少なか己ニJず役七っている._.

特長ある構造

(1)仝悸聞防水型

合せ削まパッキングを川いた循聞構造とし.電線口=

部は艦船川貿通金物を川い,外装ほ侍殊堕装を施してあ

り,潮風海水を被ってもなんら支障が らない｢､

(2)供引,縦引,斜引の可能性

梢殊ツ､ゾシ昭ドラムおよびローーナガイドtl-ラを用い

て,従来不叫とされていた供引,縦引.斜引にもある程

度耐えるようになっている.｢すなわち船体のローリング

ピッチングにもよく耐え十分佐川できるものであるJr

(3)-コ.-プに装苗する使利なトロリ

マス1､閉に張り渡した走行川主東に取付け,引紐を移

動したい方い吊こ引けば,附属のお行中輪で移動可能であ

i),引離から丁を離せばその場に停直し確実に1■Ii一首され

る低利なトIJリ什である√.この構㍊は一般のl型鋼の走

路な川いるもののように船体を ト′プヘビーとすること

のない特長も仰イj~している.-､

日立漁船用ホイストの仕様

型 式…･ 1もFKIi-FPT

制l現 二荷重……………………………………200kg

巻
_L二

速 度･.･7.3m/min(50lJb)8.8m/min(60～)

電 動 機…………………………………0.85HP

ワイヤロープ…………………………6mm¢×2本掛

拇 梓….
.10m

電 源………………200V 50/60へ′三相交流

fll 重……………………………… 約100kg

蒸気タービン用巽材および縁抑鋼板の生産

Steam Turbinc Blade

and Shroud Ring Material

近時船肌 発電機などには蒸宗バービンが使用され

二1
一 ス

テこ伝;ミグービンに他用されるイく銑鋼製巽および緑抑は高

度な什能が要求さ.れる- そのたが〕優秀な技硝と優良なる

杵紬こよって製造せられた藩のでなければならない｡

1†立製作所域凍I二場においてはこれら

ついては符理された竹諜工手封こおいて製造,研究,両者

呵鮒責な適齢こより･椚■E攻=｡準され要求を十分溝しうる翠

川来り∴掃射和銅板す′い甘を行っておる.､

(1ヶ 型打鍛造葵(StdmP｡d別8des)

沌Ⅰ抑甘欄混磯1熱姐‥肝む施し機相加工により翼製品

な製作するノJ`法が採≠される｡

安来lリ妬こ-~ねトては-■1しくからこれが型打鍛造品の生産

な行し､材円,形状,ともに姑評をえておる｡

材円柑13Cr系イく銃銅が二†潮である.-.抑こ要求あるも

のほ適､【川二のMoな添加しさらに宕訓′L能をえておる｡

現･｢【慄皿■い叫甘打鍛造誹-の~大きさは長さ約650mm重

:-~揉勺5kg柑夏まで作っている.､

弟3図ほこ.れらノ彿け鍛造Ji--の--▲例である._､

(2)縁抑鋼板(Shroud Ring)

什十鋼板は熱処理む施し研磨什巨加~1:の後､製品が作

r)れる._

鋼板で懐虻づかるものは材既のほか,∃三みの少い鋼板

であることが必要でもる.｢

そのた琉にほ匪延および闇処刑の両作業の総合的な管

別封こよって良好な鋼似が製造される｡すなわち良好な厚

ふク〉仙 および肌に比延什ヒを行うた瑚胡は方法で最

終工程な行う,また熱処理こは召予見発二1三防止のため特殊

な熱処J二Ilリバよな採川L__ておる_､

材汽ほ13Cr~ィこ銑鋼であるが特に細空の物理規格を要

求さjLるものはI甘井川犠適､【1rIミ:のMoを添加することに

より満足な城㌫をえでr･ゴる､､

現在製品Lて1-;る鋼板の･･例をホせば下記の通りであ

も)∩

第3同 型 打 鍛 造 翠

F短.3.Stamped Blades
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立 ユ
ー ス

第1去 磐竺一111一章 富来)Fj}二 3･5n-1-1･=<帖∠150mm〉り之1,800mm 鋼 板 の
一

例
Table･1･ CllemicalCol-1pOSitionこ111d PllySiealAnalysis of Stce]PlateMcasuring

3.5mmx′450mI¶仁×1.800Illlm

Si Mll P Nil(｢l▲ ･ Mh

0.211 0.30 0.013 0.0161 0.48■12.97

0.171 0.161 0.32 0.012 0.018 0.13 12.81 0.35

北洋漁場に活躍する日立マレブル製

リンクチェン

Hitachj MaJIcablcl,illk Cll;lins TこIlくi明i-ul

Aetivc r,artin Nor･tlleJ･n Se;lf;ish(.､ri(:S

日立マレブル製リンクチエンほf･t巨いハ製品,揮搬に広･

和いられている7h〕`山王問忘掛ノ)字し北汗抑■=㌦1凋什∵

いる鮭,鱒漁業刊㈲には差障軒ト=∵十l里りこ り一-エン

か,コンベヤとして広軌剛直朝川1､_Jし~:しイ 一再■

もつとも多･:=Jいと:｣し~r~二lニ.レ′)トl■第刈卦･■､′Jく上S†ト】3卑j

リンクチェンで, 咋船内でけ榛勅状況.1-_第5田山ニー!

くである｡

すなわち独航船か己■Jl出りけ_粧.佃ノL出船山l州枇⊥

りフィッシュカッタにユ去イ:J=Jン ニヤ.し-:伸.､IJし-二:卜

る｡このように~ノレブルリンツナユンノいじノよ点･川川に

れている理由にほ

(1)海水による腐蝕に硫ト

(2)構造が簡申で取扱ぃかわ坊で_L′二:,

(3)ベルトコンベヤのよ:jに運･転小･ノ__トノ､り

ぴがない｡.

などのすぐれた一緒長かあるからである一

造 船 用 大 型 鋳 物

~/_1
ノ

ヽ

Large-Sized Castings for Ships

従来日立製作所若松工場はその設備の闇係十大灘凰瀦

(10t～60t)の製作を特長としてきたへ 終戦後は戦前の

ように大型鋳鉄鋳物ほその数が減少したとほいえ,言=叫

造船が進められるにつれてt号物恥l=ソ_lこ【!テ､r一ゼル矧~是Ⅰ

の製作が盛んになった.二のデ仁一ゼル機闇の工機Ⅲの

台板はその前F■i二2(ト30t･におユぷものでキー,こ一 ニーニハ和

犬型鋳物は,州､Tlの設備す･在せ洪とど裏†′一三†､▲り`能である机

今､¥にl_1立製作所J-,‥松l二1項こほ最も摘しノ′′ニヰ)のであるの

で,この製作にJ｢手Lた..現/†三よで純小ハ明の:もぴ〕左･:〕t)

数個 作におよJlその矧1---の優秀さと納期ハ汗湖1に

おいて非常な†.て圧う_ノえている耳■ぷに昨隼来巧拙粧炬ぺl;

況に応じその_製作ほ~土す三卜i~一睦んに在り.‡一レ′1`.㍍用に応

じきれぬ得である ノゾルこ′｣ニー･‡~もノ)∴j∴¶LJ)純7F津止りト･側

にてその 牧童ぷこは28tに.iJよ,ふづ_･卜'二)てJノイ:′しノ

物 理

L

n

657

OeO

紘 一張 力

(kg/nlIlつり

67.2

的

仲
(㌔)

20.7

18.5

92.5

95.5

山 け
し160■ソ川■り

胡4巨｣

ドig.▲.l

Sl-し13日.り り ソ

.r-

て､ypし･SIく13I.hliCll;lill

須5図

Fig.5.

SE-13型 り/クチェンの稼動状況

TypeSE-13LinkChainiTlOperation

雛6匪l鋳 鉄 婁廷 台 枇
Fig.6.Castlron Bed Plate

そLり｢∃二かi甜川1としてぺつほりi一機蟻=胴招用‡川.1ri

5ヤ＼一川1)およびその圧かの附蟻機楓Ijの銑鉄ん川,多々

製作中に1~丘歳舶憎け)`ぷ=‖こ応t一)ゝぁり.将火とriJこ

･一て_)穐鋳物爪鮒′=こノこいに碩張る一~ノl,りで丸1;し,

･-¶一121←----



第7図 30cm 卓 上 扇

Fig.7.30em Desk Fan

第8図 40crn

Fig.8.∠10clⅥ

日 立 船 舶 用 扇 風 枚

HitachiFans for Shipboard Servicc

最近の輸=用船舶や,外航貨物船の食鷺,高級闘1室,

湖水河川などの遊覧船のサロンにほ舞7図､第9図のよ

うな優 な各種の扇風

.
､
‥
･

カ機 りつけらカ･tている｡いずれ

も構造堅牢で,船舶の動揺,長期の使用に堪え･金剛Ⅰ;分

ほ勿論,塗装,プラスチックなどの酎ヒほ皆無であるe

船舶用として特に3心コードを用い,一線ほ接地相に利

用している｡

船舶用日立3Ⅰ∋R型30吋天井扇

Type3BR30I/Ceiling Fans

for Marine Service

ノJノ＼/＼ノへ-〈ノ′＼/＼′＼′~､′＼/､ノ､一~､/~一~一

一~､~

近年我国造船外は清溌となり,大型の船舶ほ輸出砧

国内向を関わず続々と されている｡

これら大型の船舶は,･･熱闘の海洋を航行するので･船

内忙おける生活を寸東進にするため,狭い細孔ノづで場所を

とらない,日立3BR

れている｡

30吋天井扇が納入され利用き

特 長

(1)● 天井の低い船室に適するようをこ･天外扇ほまの短

いキャノピイで天井に取付る構造となっている｡

(2)天井に取付るため, い船室内で場所をとらない｡

(3)船体が前後左右に動揺しても安障ないように,吊

り管によらず前記のようにキャノピイで収仙ナ･また

軸受にはボールベアリングを便皿している等考慮され

ている｡

(4)船室天井

続作

天ノート真でほ電源との接

ができないため,キャノピイ内部で接続できる

ようにターミナルベースを設けた｡

す
- ト 届

A11t()-FこIn

第9凶 40cmスタンド届

Fig.9.40em Stand Fan

第10図 日 立 3BR型 30 吋 天 井 扇

Fig.10.Hitachi30′′Ceiling Fan Type3BR

(5)天井に密接取付けられ･るので,他に振動をおよば

さないように/ミランスほ特に注意してとっている｡

(6)琉畏ほ胡瓜を考磯L十分入念に行っている｡

仕

スイープ…………30叫

型 式 3BR

圧…A.C.110V

周波数…………60′～

様

!､l∴

…100W

回転数…………470rpm

風 量……110m3/min

重 量……………10kg



船 内 電

立

カ ケ ー ブ ル

Mこ1rine Power Cables

こゝでいう舟帥づ侶-ノ｣ケーブルとは油イ.て.電詔､配偶灘

川耐焔ケーブルをl挽く-･般動ノ州および電灯配舶用ケー

ブルのことである1=)

絶線材料としてほ天然ゴム,合成ゴん ワニスキャン

プリソク無機絶縁材料などが規定されているが,現爪は

天然ゴム,ワニスキャンプリックが多く佐川されている｡

ワニスキヤンブリック絶綾ケーブルほ;封本混度85UClリ､

卜の場一合は船内のいかなる場所に便川L-ても良いが,ゴ

ム絶縁ケーブルほ周囲渥度が50=LC以卜の場所でなけれ

ほならない､､なおゴム紐総体ほ751C以.卜の軋L度におい

てほか命が肯しく減ずるた捏),灯｣ふ その他高熱を究理

するところに仲川する場合には通風その他の方法で配線

那分が75C以上に点らないよう特別の考慮を払う必要

がある｡

さ畑肯周囲渥度が75~Cを超える碓宅などの配線,ま

たは電ふ㍑択一しの内冊1■潮にほ17ニスガラス絶紘,または

珪嘉ゴム絶緑が偵什ほれる｡

なお,風潮こさらされる場所,湿莞の多い場所などに

他用するケーブルには,湿気を浸透させないよう,鉛被

またほインバービアスシースを施す｡

舶用機器は狭い机内にJt掴勺され

編集後記 るとともに,附こ泡｣二を航行して

いるので,醇鼠で頑丈なことが必

･か~亡,あるほかりでなく,絶対に故障を起さないというこ

とが必須の条件となっている.こ､したがって舶川機器の製

作圧ともすれば附､一j=11tJとなり膵であ/~〕た｡Lかし戦後ほ

け椚宜両二いちじるLい改善が布■･われるとともに,~l二作技

恥も非常に進歩Lたため,機旨詩の製作もまた相当の技術

的発根をしめした｡

0

戦後-･時衰退した我l~盲ヨの造船事業も,最近にいたり未

曽有のノーームをむかえ,か/つての人徹逓｢k】1時以上の活

況をさt-けるにいたった｡ノト詰もまたこの情勢に即応L′て

斯界にいさゝか員献したく,この特集ぺ-を編纂した｡12

日 立評論 別冊 No･14

｢~舶用機器特集号｣

相和31叶8f]25日印刷 昭和31年8月31日発行

く禁 無 断 転 載>

特 価1部100円(送料12】~Ij)

⑥1956by HitachiHyoronsha

ユ
ー ス

錆 襲(含塗料)

両面コム引嬬テープ

シース(合食軋故ヌiユインバービアスシース)

､導体(錦メリ干軟鋼那加

ー､絶域イ本(ゴムヌLユキャシプリ･リク)
＼＼両面ゴム引鯖テープヌは標準編組

(色別:黒･白･赤)

＼＼･､､∴■､介在抗斗

＼両面ゴム引続テープ

第1~1図 600V 3心 ケ･一 ブ ′レ の 構 造

Fig.11.ConstruCtion of600V3-Conductor
Cables

インバービアスシー利こはAB.NK規格ではほとん

どサーモプラスチック(塩化ビニル樹脂)が,またロイド

規格でほネオプレンが佐川される｡

シースを施さない綿糸編組ケーブルは湿気の少ない場

所の電灯回路に使用される｡

特に編組または鉛被の位川を認められる場所以外の同

定ケーブルiこは鎧装を施す.〕交流回路に阻】ける一隕心鎧

装ケーブルとか,叩板竃など外気に触れやすい場所に使

用する底流ケーブルはブロンズ(燐青銅疎,珪銅線･カ

ドミウム銅線など)錯装がよいが,その他の場所は亜鉛

メッキ鋼縦鎧 が適当である｡鎧製もAB,NK規楕ほ

鋼代緑組であるが,ロイド規格でほヘリカル巻き鎧装が

規定されている｡

弟11図に-･一般的な船内電力ケーブルの構造断面をホ

す｡

符の論文はし､ずれもLhr製作用恒こおける滋新の技術の成

果である｡同社ほ舶Jl膵錯糾里牲′卜に閻Lては,すでi■こ20

年の歴史と経験をもっており,その技術は戦前から高く

評価されていたことほ,あまねく認めるところである.〕

巻威i言に山一上愉γ川l卜紬削.う1ム三の~†端をいたゞくこと

かできたし,こゝにほ我国造船うー業の最近における小暗が

簡潔適確に述べられている.っ 又l-1正製作所帥非常務は

r~造舶と舶用磯路｣と越し,し二h日掛船佐々木造牒紺軋長は

l舶用機世の蟻装について_lと題Lて,それぞれ玉稿をお

寄せ下さった`｡御多忙中を掛こ本誌のために蓑重な時間

をさいて御~･Pt筆｣卜さった御好意は感謝にたえない｡これ

によってこの特集一号が一段と光彩をましたことを読者と

ともに喜びたい｡
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